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  わたしたちは、どう生きるか 

                       校長 阿部 直美 

 

春の訪れとともに、門出の季節となりました。先週は 3年生を送る会で感謝の思いや激励

の気持ちを伝えあった生徒達。いよいよ今週は卒業証書授与式を迎えます。卒業生の門出を

祝福したいと思います。保護者のみなさま、地域のみなさま本年度も境木中学校の教育活動

にご理解・ご協力くださいまして、ありがとうございました。心より感謝申し上げます。 

さて、本校は学校図書館教育に力を入れ、各教科で読書活動や調べ学習の充実を図ってい

ます。図書委員会活動も盛んで、本の貸し出し、全校朝会での本の紹介、楽しい図書イベン

ト等、大変意欲的です。毎年発表されるベストリーダー（貸出数の多い生徒）たちは、年間

で１００冊以上の本を読んでおり、本好きの私も到底かないません。新入生向けに図書館紹

介ビデオを作るようで、先日、図書委員会の取材を受けました。「おすすめの一冊を・・・」

ということで、過去の読書記録を紐解いて何を紹介しようか悩みました。そして選んだのが、

吉野源三郎の「君たちはどう生きるか」（ポプラ社）です。この本は 1937 年に日本少国

民文庫の 1冊として配本されました。当時は軍国主義が勢力を強め、戦争に突き進んだ時代

です。国民の自由な言論も厳しく弾圧されていました。この本は、せめて未来を担う少年少

女たちには本当のことを伝えたいという思いで作られました。中 2 のコペル君が日々の生

活の中で、失敗したり迷ったりした経験を通して「自分はどうすればよかったのか」「これ

から、どう生きていくべきか」を深く考えていきます。若い叔父さんからアドバイスをもら

い、人類の歴史や世界の素晴らしい文化、人間を大切にする価値観を知り、視野を広げてい

くのでした。そして最後に筆者は読者に問いかけます。「君たちはどう生きるか」と。 

世界情勢は日に日に悪化し、戦争で尊い多くの命が失われている今、この本を編集した

人々の思いは決して過去のものではありません。暗黒時代に逆戻りさせないために、未来を

背負っていく境木中の生徒のみなさんに、これからどう生きるべきかを深く考えてほしいと

願っています。境木中では「主体的に学び、社会とつながり、未来を創る力を育む」ことを

目標に学んでいます。更に学びを深め視野を広げて、誰もが安心して豊かに生きていける世

の中を創ってほしい、自分がどんな選択と行動をすべきかを真剣に考えてほしいと思ってい

ます。「君たちはどう生きるか」は易しい言葉で書かれていますが、89 年間読み継がれる

だけあって深い内容です。大人の方も読んで考えてほしいです。私たちはどう生きるかを。 
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横浜市立境木中学校 

校長 阿部直美 境木中学校学校だより 2025th 

 《学校教育目標》主体的に学び、社会とつながり、未来を創る力を育みます。 

 

校門横に咲きました 



 

 

２月２４日(火)に球技大会、２６日(木)に卒業遠足(ボーリング大会＆ＢＢＱ)、３月２日(月)に百

人一首大会、５日(木)に３学年お別れ会、６日(金)に３年生を送る会と卒業期の特別時間割で良い思

い出となるような活動を行っています。もちろん卒業式の練習もしっかり行っています。卒業まで残

りわずかとなりましたが、素晴らしい卒業式になるように一日一日を大切に過ごしていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年度の全員給食開始に向けて、先週１週間は汁物食缶の試

行が行われました。「いつもより温かい！」と、食缶の汁物は好評。

おかわりで食缶の中身は空っぽになるクラスが続出しました。 

 そんな中、担任の先生方から「お箸を忘れる生徒がいて困っていま

す。学校であらかじめ用意した割りばしを渡しているのですが、あま

りにも忘れる生徒が多くて、もうストックがありません…。４月から

は全員喫食なので、忘れる生徒の数がもっと増えたら…」と不安の声

が上がりました。お箸は必ず用意するよう、準備をお願いしたいで

す。忘れて学校から割りばしをもらった場合は、新しい割りばしをも

ってきていただけると助かります。 



◆美術科 

第 85回全国教育美術展 

〇学校だより２月号でもお知らせしましたが、 

上記美術展で横浜市地区教育委員会賞を 

境木中学校が受賞しました。 

賞状が届きましたので、掲載します。 

 

 

 

 

 

 

保土ケ谷区の個別支援学級合同学習会では、今年度も年間４回の学習会を実施し、他校の生徒や先

生方とともに、宿泊学習に向けた話し合いやレクリエーションなど、さまざまな活動に取り組んでき

ました。回を重ねるごとに生徒同士の距離が縮まり、親睦を深めながら楽しく活動する姿が多く見ら

れました。 

第 4 回となる今回は、2 月６日に大和市の桜ヶ丘ボウルで「３年生を送る会」としてボウリング

大会を行いました。学年や学校の枠をこえて交流する様子が見られ、今年度の合同学習会を締めく

くる、温かい時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２月１２日（木）、境木中学校にて、境木中学校ブロック（境木中・境木小・権太坂小）の学校運

営協議会が開催されました。1年間の教育活動の総括を「学校評価」の形にして委員の皆様に報告し、

学校運営に関わる貴重なご意見・ご感想をいただきました。      

今年度は各校のいじめ防止基本方針についても説明を行い、様々な角度からご意見をいただく良い

機会となりました。大変実りある協議会になったのではないかと思います。協議会で頂戴したご意見

は、次年度の教育活動に反映させてまいります。 

  
学校運営協議会の方には、入学式や卒業式にもご参列 

いただいております。この度、運営協議会の副会長を務めて 

いらっしゃる平戸平和台連合町内会会長様のご厚意で、 

地域の方（境木中卒業生と伺いました）のご尽力により、 

卒業式で卒業生が歌う合唱の時の指揮台を作製し寄附して 

いただきました。式を締めくくる最後の合唱に温かな 

ご支援の心が込められました。ありがとうございました。 

 

頑張る境中生！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎３月の完全下校：17時 30分  ４月の完全下校：1８時 ３月・４月の主な予定 

３月 

３月 ９日（月） 卒業式予行 標準服登校 

３月１０日（火） 卒業式準備（PM） 

３月１１日（水） 第 5８回卒業証書授与式 

３月１２日（木） ⑥百人一首大会（２年） 

３月１３日（金） ⑤⑥百人一首大会（１年） 

３月１７～１９日 給食食缶特別献立 

３月１７日（火） ⑥情報モラル教育（１年） 

３月１８日（水） 球技大会（1 年） 

３月１９日（木） 球技大会（２年） 

３月２４日（火） 大掃除 

３月２５日（水） 修了式・離任式 標準服登校 

３月２６～３１日 学年末休業 

４月 

４月１～６日   春季休業 

４月 ７日（火） 前期始業式・入学式 標準服登校 

４月 ８日（水） 対面式 学級写真 標準服登校 

４月 ９日（木） 部活動オリエンテーション（１年） 

４月１０日（金） ⑥避難訓練  仮入部開始～5/8 

４月１５日（水） 朝会 認証式 

４月１７日（金） 身体計測 

修学旅行保護者説明会 15：30～ 

         部活動説明動画配信～4/30 

４月２１日（火） 各種委員会 委員長会 

４月２２日（水） 内科検診（全学年） 

４月２３日（木） 全国学習状況調査（３年） 

         ３年生標準服登校 

         体育大会・文化祭実行委員会 

3年生の 3年間の累計貸出数順位 

1位 1組 久保田 栞帆 468冊 

2位 1組 柴山 健太 430冊 

3位 3組 齋藤 涼正 359冊 

4位 斎藤 桜奈  

5位 黒田 佳那人  

6位 坂口 大輔  

7位 桒野 正成  

8位 齊藤 つきの  

9位 樋口 将翔  

10位 佐々木 颯 10位 伊藤 夕夏 

 

《学校図書館より》 

3年生のみなさん、ご卒業おめでとう

ございます。 

本は、不安なときにそっと寄り添っ

てくれるあなたの味方です。これから

の道のりでも、一冊の本が皆さんの未

来への希望を照らしてくれますよう

に。 

 

校長が 2月に読んだ図書館の本 ◎4月から読んだ本は 44冊でした。「ちりも積もれば山となる」 

 

 難易度など  ★読み易い ♡阿部のおすすめ  

★ 「江國香織童話集」 作：江國 香織                   理論社 

風変わりで、ちょっと怖いお話がたくさん詰まった一冊。読みだしたら止まらなくなりました。  

★ 「彼女たちは楽園で遊ぶ」 作：町田 そのこ                中央公論新社 

青春小説にオカルト要素をふんだんに盛り込んだ作品でした。テーマは友情ですが宗教 2世問題も考えさせられました。  

★ 「チャイニーズ・シンデレラ」 著：アデリン・イェン・マー 訳：橋本 惠    文芸春秋                                 

シンデレラの物語を彷彿とさせる筆者の少女時代。逆境の中、祖父や叔母の言葉を胸に強く生きる姿が描かれます。 

★ ♡「盤上に君はもういない」 作：綾崎 隼                         角川書店 

     将棋の世界を描いた物語。将棋の世界で棋士として生きていくことがどんなに大変なことかが分かりました。   


